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研究要旨 

HPVワクチン接種後の症状について、拠点病院を受診した患者の臨床データを収集できるシ

ステムを構築するため、調査の実施が可能であるか予備調査を実施した。現時点では調査項目

に問題を認めないが、さらに患者を集積して検討する必要がある。 

 

Ａ．研究目的 

HPVワクチン接種後の症状について、①ISRR

を中心として拠点病院を受診した患者の臨床

データを収集できるシステム作り、②HPVワ

クチン以外のワクチンでも同様の症状が起こ

っているかどうかの予備的検討③過去に良く

なった症例の調査、またそれらのデータに基

づいて、現在用いられている④「HPVワクチ

ン接種後に生じた症状に関する診療マニュア

ル」のブラッシュアップを具体的な研究目的

とする。 

 

Ｂ．研究方法 

①について、「HPVワクチンの安全性に関する

研究」（研究代表者：岡部信彦）で行っている、

アンケート等を用いたサーベイランス調査と

連携し、協力医療機関で診療された患者情報

が拠点病院で把握できるようにするため、必

要な患者情報を吟味する。調査項目について

予備的調査を実施し、実現可能性を検討して

いる。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究については、愛知医科大学倫理委員

会および研究班所属施設の倫理委員会を通し

て行っている。 

 

Ｃ．研究結果 

HPVワクチン接種後に何らかの症状を呈して

当拠点病院を新規に受診した患者は 11名、年 

 

間のべ受診患者数は 19名であった。 

患者情報として検討中の調査項目とその妥当

性の検討を行った。研究期間中に本学附属病

院を受診した現時点で各項目の調査に問題は

ないものと思われる。 

 

Ｄ．考察 

予備調査の結果、検討にあたり支障をみとめ

ない。さらに症例数を増加させて検討する必

要がある。 

 

Ｅ．結論 

患者情報の把握にむけた予備調査を行った。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし。 
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